












作品の撮影方法について
令和 4 年度 ADACHI 障がい者アート展

準備するもの

撮影手順

・薄いグレーの布や紙（作品のサイズに合わせてください）
・スマートフォンかデジタルカメラ

しっかりと明かりの取れる窓際などが良い。まんべんなく光の当たる場所で撮影しましょう。

（デジカメの場合は設定や性能によって写りが変わりますのでご注意ください。）

1撮影場所を探しましょう。

2撮影用の土台を作りましょう。

3撮影開始

基本的に横位置で撮影をお願いします。
短冊や書道など、縦に長いもののみ
縦位置での撮影してください。

作品はなるべく大きく映るように
位置を調節してください。

Point1 基本的に横位置で撮影 画面の中央に被写体を置く

フラッシュをたいてしまうと光が強すぎて作品が綺麗に写ら
ないことがあります。
暗いと感じる場合は、場所を移動するなど工夫してください。

フラッシュは無し
スマートフォンで撮影する場合はアプリのカメラを使用す
るのではなく、標準搭載のデフォルトカメラで撮影を行っ
てください。

アプリは使用しない

よく見てみるとピントが合っていない場合もあります。
写真をアップにして見て作品にピントがあっているかの確認を
おこなってください。
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ピントのチェックをPoint5

置物や人形などの立体的な作品は側面や背面など、１つの作品
につき複数枚の写真撮影をお願いします。

様々な角度から撮影するPoint6
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縦長のものを横位置で
撮影すると横に余白が
たくさんでてしまいます。

布や紙は直角に折り目はつけずに
ゆるやかなカーブになるように

手ブレのないよう
腕を机などに
固定する

作品に対して
正面から撮影

背景となる布をたらす。
※壁などがない場合は、
箱などを利用して固定

悪い例

布や紙が
直角に折れている
（ここに影が入ってしまう）

手ブレ防止の
支えがない

作品より上の
目線からの撮影

置物や人形などの場合置物や人形などの場合 短冊などの場合 絵などの場合

少し背景に余白があるくらいの
大きさで入れてください。

良い例


